
国内の主なサッカースタジアムの概要

札幌ドーム 茨城県立カシマサッカースタジアム 市立吹田サッカースタジアム ノエビアスタジアム神戸 ユアテックスタジアム仙台

コンサドーレ札幌（Ｊ１） 鹿島アントラーズ（Ｊ１） ガンバ大阪（Ｊ１） ヴィッセル神戸（Ｊ１） ベガルタ仙台（Ｊ１）
札幌市／１，９５２千人 茨城県／２，９１７千人 吹田市／３７４千人 神戸市／１，５３７千人 仙台市／１，０８２千人

（株）札幌ドーム／指定管理 （株）鹿島アントラーズ・エフ・シー／指定管理 （株）ガンバ大阪／指定管理
神戸ウィングスタジアム／都市公園法
の管理許可制度による運営管理

仙台市公園緑地協会・日本体育施設グループ／指定管理

３０５，２３０㎡ １０７，０００㎡ ９０，０６５㎡ １０１，１０６㎡（公園全体） ４６，３６１㎡
約６２，０００㎡ 約３８，０００㎡ 約３２，０００㎡ 約３９，０００㎡ 約２８，０００㎡
建設Ｈ１３ 建設Ｈ５年、改修Ｈ１３ 建設Ｈ２７ Ｈ１５（1次H11～H13、2次H14～H15） 建設Ｈ９
４２２億円 建設７４億円、改修１９３億円 １２８億円 ２３０億円 １３０億円

改修時：県インフラ整備の特別会計より充当 toto３０億、法人寄付９９．５億、個人寄付６．２億

地上４階／地下２階 地上６階 地上６階 地上７階 地上４階
４１，４８４席 ４０，３０１席 ４０，０００席 ３０，１３２席 １９，６９４席
・トレーニングルーム
・メモリアルコーナー
・キッズパーク
・展望台、レストランなど

・アントラーズスポーツクリニック
・レストランカフェ
・カシマサッカーニュージアム
・ウォーキングスペース

・ユニフォーム等を販売するオフィシャルショップ
・チームの歴史を体感できるミュージアム
・催し物開催用の屋外ステージ

・レストラン
・隣に天然芝の芝生広場
・多目的コート（テニス、フットサル等）

◆天然芝サッカー場移動方式「ﾎｳﾞｧﾘﾝｸﾞｼ
ｽﾃﾑ」を世界で初めて採用。
◆サッカーと野球の併用が可能。

◆スタジアム内の売店は、年間１００万円で
貸し出し。

◆民間資金で建設し、完成後は指定管理
に委ね、行政の経費を支出しないで公共施
設を保有する官民パートナーシップの先駆
的事例。

◆ラグビー、サッカーのほか、コンサートに
も対応可。
◆開閉式可動屋根。

フクダ電子アリーナ 長野Ｕスタジアム ミクニワールドスタジアム北九州 京都スタジアム（仮称） あきぎんスタジアム

計　画　中

Ｈ３１年度完成予定

ジェフユナイテッド千葉（Ｊ２） ＡＣ長野パルセイロ（Ｊ３） ギラヴァンツ北九州（Ｊ３） 京都サンガ（Ｊ２） ブラウブリッツ秋田（Ｊ３）
千葉市／９７２千人 長野市／３７８千人 北九州市／９６１千人 京都府／２，６１０千人 秋田市／３１６千人
ＭＭＴ共同企業体／指定管理 南長野スポーツマネジメント共同企業体／指定管理 （株）九電工を代表企業とするSPC／PFI 未定 秋田市／直営
６９，２０６㎡ ２９６，６６８㎡（公園全体） ２７，３０５㎡ １６，２６８㎡
約２４，０００㎡ 約２４，０００㎡ 約２２，０００㎡ 約３３，０００㎡ 約１２，０００㎡
建設Ｈ１７ 建設Ｈ１４、全面改修Ｈ２６ 建設Ｈ２９ Ｈ３１年度予定 建設Ｓ２８、改修Ｈ１３～１６
８１億円 建設８億円、改修７６億円 ９９億円 改修１０億円
国庫９億、市債６５．６億 国庫３３．１億、市債３４．４億、県費５億 toto３０億、市債６９億
地上４階 地上４階 地上６階 地上４階 地上３階
１８，５００席 １５，４９１席 １５，３００席 約２１，５００席 ４，９９２席

・クライミングウォール
・バックスタンドの下に商業ゾーン
・スカイレストラン
・貸会議室

◆財源の国庫は、防災関係補助金 ◆用途はサッカー、ラグビー、アメフトのみ
◆財源の国庫は、社会資本整備交付金

◆Ｈ２９．１に完成した新しいスタジアム
◆小倉駅、高速道路、フェリー及び北九州
空港から近い場所に立地

引用：平成２７年国勢調査、Ｊリーグ関係自治体等連絡会議資料、各スタジアムＨＰ等
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